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１． はじめに 

センサネットワークは広域での情報収集が可能

であるため ,見守りシステムや農業フィールドサ

ーバ等の研究が進められている。本研究室では多

点・多層の水温分布を観測する「沿岸センサネット

ワーク」を 2009年度より開発している[1]。 この

システムは複数のノードと基地局で構成されてい

る。ノードには，GPS，水深別の複数の水温プロー

ブ，データ送信を行うための LoRa モジュールが

搭載されている。これによりノードから送信され

た 位置情報と水温のデータ処理を行い，リアルタ

イムでのノードデータの表示が可能である。 

先行研究では kml を用いた GoogleEarth によ

るリアルタイムの可視化,受信システムの GUI 化

を行った[2]。しかし本研究で使用しているセンサ

ネットワークは遠隔地での観測が多いが ,データ

処理がオフラインのため観測結果の遠隔での表示

と監視を行うオンラインのシステムが求められた。

同様のサービスとして既に「ソラコム」や

「ezFinder BUSINESS」といったシステムがある

が対応する機器の指定，コストがかかるといった

問題があったため，自作のシステムを検討した

[3][4]。 

昨年は FTPを用いたシステムを検討した。ノー

ドから送られてきたデータを基にファイルの出力

を行い ,そのファイルを数時間おきにサーバへア

ップロードする。その後ブラウザ上でファイルを

ダウンロードしてデータを得るものである。しか

し問題点としてサーバへアップロードがリアルタ

イムでできない ,複数の基地局での通信ができな

いといった問題が発生した。この問題を解決する

ために POST 通信および DB(データベース)を利

用したオンラインシステムの構成を試作し ,テス

トデータの取得実験を行った。その際今まで使っ

ていた水温観測ノードの劣化や実際の観測データ

の取得の安定性 ,受信後のデータの収集方法が問

題点に挙げられた。本稿では新規ノードの作成及

びシステムの構成の修正の後の実際の観測データ

による取得実験を行った結果を報告する。 

２．システム構成 

図１は今回検討したセンサネットワークのシス

テム構成を示す。このシステムは,まず観測ノード

で取得したデータを基地局へ送信する。次に基地

局で取得したデータを送信してきた観測ノード番

号に応じたサーバ内の受信用 php ファイルへ

POST 通信で送信する。その後データ処理を行い

各基地局に応じた DB のテーブルにそれぞれ保存

する。同時に csv,log,kmlファイルの生成を行い出

力する。そして監視局が DB に保存したデータを

呼び出し,監視局のブラウザにデータを表示する。

また生成したファイルのダウンロード機能をつけ,

データの取得を可能にする。 

３．実験内容 

図 2 は実験内容図を示す。本実験は新規水温観

測ノードでのデータ送信及び DB のデータ登録,ブ

ラウザ表示の動作確認を行った。観測ノードは

GPS モジュールからの位置情報と水温プローブか

ら水温を取得し,観測データを送信する。送信デー



タを基地局で受信し,サーバへアップロードする。

その後ブラウザ表示で用いる表示用 php で DB に

保存したデータの表示を行った。今回ノード番号

は Aノードとして実験を行った。またデータ表示

の確認のため B,C,Dノードはダミーデータ RSSI=-

83,DATE_TIME=19/04/11_07:16:00,latitude=03536.3

446,longitude=13921.5399,tem1=- 24.2,tem2=- 22.8 

tem3=- 23.1,tem4=- 23.5を受信用 phpファイルに送

信 DBに保存させ表示させる。 

４．実験結果 

図 3は Aノードの DBのデータの一部で図 4 は表

示用 php ファイルの表示結果である。図 3 より

最後に取得したデータがそれぞれ RSSI=-56, 

DATE_TIME=2020/9/3_7:36:0,latitude=35.605485,lo

ngitude=139.358138,tem1=19.13,tem2=20.01,tem3=1

9.82,tem4=-47.30であることが分かる。次に図 4を

見ると Aノードの表示も DBの最後に取得したデ

ータと同様のデータが今回の表示用 phpに表示さ

れているためリアルタイム可視化を実現できたと

いえる。 

５．まとめ 

今回は新規水温観測ノードを作成及び監視局の

表示の検討を行った。その結果データの通信及び

監視局の表示を,実際の観測データを用いて表示す

ることができた。また新規に作成したノードも正

常に動作していることも確認できた。今後の予定

としては他のシステムにも対応できるフォーマッ

トの改良やブラウザ上での地図表示のリアルタイ

ム可視化及びデータ解析の効率化の方法を検討す

る。 

 

図 1 検討したセンサネットワークの構成図 

 

図 2 通信実験図 

 

図 3 A ノードの DB の様子 

 

図 4 監視局表示の様子 
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